
第3次袋井市総合計画
前期基本計画（最終案）について

袋井市 企画部 企画政策課

• 『第3次袋井市総合計画 前期基本計画（素案）』に対し、これまで頂いた意見を踏まえて、最終案をとりまとめましたの

で報告します。

■最終案の作成に係るスケジュール

• ７月１６日(水) 第10回総合計画審議会

• ７月25日（金） ～８月３１日（木） 関係団体との意見交換依頼（庁内各課）

• ７月２９日(火)～８月４日（月） 市議会常任委員会(総務・民文・建経)

• ８月１日(金)～９月１日（月） パブリックコメント

• ８月５日（火）～８月１８日（月） 総合計画審議会委員への意見照会

• ８月27日（水） 第10回総合計画策定委員会

• ９月中旬まで 最終案の調整

• ９月２４日（水） 部長会議

• １０月３日（金） 第１１回総合計画審議会
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1.策定に向けたスケジュールの確認

2.素案に対する意見等について

①第10回総合計画審議会

②総合計画審議会委員への意見照会

③７月市議会常任委員会（総務委員会・民生文教委員会・建設経済委員会）

④パブリックコメント

3.最終案における見直しの概要

4.最終案の施策別計画と行政経営方針の概要について

5.appendix
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計画策定までのスケジュールについて（令和7年7月～12月）
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⚫ 第3次袋井市総合計画 「前期基本計画」は、令和7年11月市議会定例会での議決をもって策定する予定です。

⚫ 「素案」に対して、総計審や市議会、パブコメ、関係団体等との意見交換など、夏場に幅広く意見を求めた上で、9月末に「最終案」としてとりまとめます。
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1.策定に向けたスケジュールの確認

2.素案に対する意見等について

①第10回総合計画審議会

②総合計画審議会委員への意見照会
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4.最終案の施策別計画と行政経営方針の概要について
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総合計画審議会の審議状況について （第10回袋井市総合計画審議会 議事要旨）

【開催概要】

第３次袋井市総合計画 前期基本計画（素案）について ［まとめ］
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日時 令和7年７月16日(水)18時30分～20時30分
場所 袋井新産業会館キラット あきはホール

内容

１ 開会
２ 会長あいさつ
３ 議事
⑴ 第3次袋井市総合計画前期基本計画（素案）について
⑵ 意見交換
４ 事務連絡
５ 閉会

第10回袋井市総合計画審議会を、以下のとおり開催しま

した。意見交換では、第3次総合計画前期基本計画（素案）

について、各委員からご意見を頂きました。

【意見交換での主な意見】

■行政経営方針の見直しについて

⚫ 全体的にイメージしやすくなった。基本理念に「多様な主体」との関わりを掲げている点が評価できる。

⚫ 官民共創については、「行政だけでは困難な課題に対処する」といったネガティブな理由ではなく、「民間の力を活
用することで、より良いサービスが提供できる」というポジティブな視点で取り組むことが大切。

⚫ 市職員は、地域内外の外部資源を有効活用し、課題解決していくマネージャー的な存在になることを目指すべき。

⚫ 行政経営方針が総合計画と一体化させた価値を正しく、伝えられる工夫が必要。

⚫ 基本理念が「未来を創る」となっているが、未来に目を向けるのではなく、基本構想に掲げた「ずっと続く」の考え方
（過去や今を大切にすることが、未来につながること）を踏まえた表現になると良い。

⚫ 方針としては良いが、これをどのようにして具体的なアクションにつなげていくのか、また、運用としてどのように
PDCAサイクルを回していくのかが見えにくい。この方針を進めていくためには強い覚悟が求められる。

⚫ 言葉が難しいので、市民の方にも「わかりやすい表現」などの工夫が必要。

⚫ 袋井市は長期的には自立して財政運営できる自治体を目指すべきだが、当面は国からの補助金等に依存しながら、
近隣自治体や民間企業との連携を進めていくことになると思う。そのため、総合計画の各種施策の推進にあたって
は、市独自に展開するものと、近隣の自治体と連携するもの、PFI、PPPを含む民間事業者と連携するものなどに
区分して進めることを常に意識することが重要であり、アクションプランを継続的に推進していく必要がある。

■指標について

①政策指標

⚫ まちの将来像「にぎわいずっと続くまちふくろい」を定量的な目標で可視化することは、市民にも実感が湧きやすく
なるので進め方は非常に良い。

⚫ 政策指標（市民の実感）について、どうすれば数値が上がるか明確な答えはない。市として、どのような取組が市民
の実感を高めることにつながるのか議論したり、日ごろの業務で意識していくことが重要となる。

⚫ アンケート結果はサンプルによっても変動するもの。市民アンケートだけに頼って判断することの危うさがあるので、
主観指標と客観指標との組み合わせなど、多角的に評価していくことが望まれる。

⚫ 市民の実感を確認していく取組姿勢は重要。一方、市民の実感は、アンケートの聞き方や社会情勢の変化などの影
響を受けやすいことを理解し、調査結果に一喜一憂することがないように、取り扱いは検討する必要がある。

また、アンケートを実施する際は、回答者が判断しやすくなるように参考資料を提示するなど工夫が必要。

②取組指標

⚫ 取組指標について、例えば、実施回数を増やすことを目標にしているものがあるが、回数を増えても質が低下して
は意味がない。各指標について、その項目で本当に良いかよく精査する必要がある。

⚫ 取組指標について、政策指標（市民の実感）を上げていくことにつながっていないものがある。数ある客観指標の中
にも市民の実感につながる重要な指標と、それとは別に把握しておくべき指標があると思うので、取組指標を選定
する際には、これらを整理した方が良い。
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総合計画審議会委員への意見照会における主な意見

⚫ 総合計画審議会では、これまで第７回から第１０回にかけて、「基本計画」に係る審議を重ねてきました。

⚫ 審議会委員に対し、会議の場で発言できなかった意見・各専門分野に踏み込んだ意見等を求めたところ、主に以下の意見が寄せられました。

（意見照会期間：８月５日（火）～１８日（月） 回答委員数：10人）
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●総合計画の全般について

• 「にぎわい」という言葉に対して議論を重ねたことも含め、未来志向の判断として意義があることだと受け止めている。

• 抽象的な部分もあるが、中長期の計画としてよくまとめられている。市民のニーズをアンケートで把握し、重点施策に反映すべき。

• 「総合計画」という言葉自体が市民に馴染みがない。今後、将来像のイラストを活用し、親しみやすく伝える工夫が必要。

●行政経営方針について

• 2050年には地方の人口が半減する可能性が高く、袋井市も例外ではない。また、人口減少により税収が減少し、公共サービスの維持が困

難になることが懸念されることから、今後は「いかに賢く縮むか」が重要となる。

• 少ない職員数でも質の高い行政サービスを提供するため徹底した合理化や周辺自治体との連携が必要。

また、デジタル化を進める際には、自治体ごとのローカルルールを廃止し、周辺自治体と共通化することで効率化を図る必要がある。

• 行政経営方針の「視点２」に主な取組・個別計画の記載がなく、「視点１」との整合が不十分。

• 持続可能な行政経営を目指して事業を推進していくのであれば、単年度予算での考え方だけでは限界があり、複数年度を見据えた財務管理

や民間・近隣市町との連携が必要。また、歳入減少が予測される中、行政サービスの質を維持しつつ歳出を抑える工夫が求められる。

●施策別計画について

• 政策指標と取組指標の乖離が懸念されるため、両者のつながりを熟考すべき。

• 取組指標について、現状維持を目指す指標があることに違和感がある。より前向きな目標や質の向上を示す工夫が必要。

• スポーツ政策は単独で進めるよりも、商業・観光・共生社会との連携を重視すべき。市民満足度が高いことを踏まえ、表現を「スポーツでまち

を動かす」などに変更し、他分野との接続性を強調すべき。

• 産業経済分野において袋井市自体の稼ぐ力を強化することで、歳入維持が可能となり、行政サービスの持続に繋がる。また、稼ぐ力が強化さ

れても、市民一人ひとりの所得向上につながらなければ、「にぎわい」は生まれてこない。地域経済循環分析の再検証が重要となる。



総務委員会（令和7年7月29日） 民生文教委員会（令和7年7月30日、8月4日） 建設経済委員会（令和7年7月31日）

全
体
に
関
す
る
意
見

• 行政経営方針について、財政状況が厳しいこと
に対する危機感が薄い。

• 政策指標について、総花的な印象を受ける。
重点政策などは目標値も高めに設定するなど
考慮すべき。

• 第３次総合計画が目指している方向性を市民
にしっかり伝える必要が高まっている。

• 政策と取組指標との関係性がすべてリンクして
いるのか疑問。

• 政策指標（目標値）に対して市民が納得し、行政
と協力して目標に向かうためには、目標設定の
理由や具体的な変化を明示すべき。

• 市民の実感を高めるためには、市の取組をこれ
まで以上に広く伝える必要がある。

• 政策指標については、個人の主観等が影響して
アンケート結果に誤差が生じるため、客観的な
評価も重要。

• 行政経営方針について、外国人人材の活用や
多文化共生の重要性について明記する必要が
ある。

• 新型コロナウイルスによって行政が直面した課
題や学んだ教訓などを計画に盛り組むべき。

• 目標達成の進捗管理と取組改善プロセスなど
を明記すべき。

• 限られた予算の中で本市の強みを伸ばすため
に、より大胆な数値目標を掲げるなど、政策指
標にメリハリをつけるべき。

• ３次総を踏まえて、今後、どのように予算編成
や3か年推進計画に反映させていくかが重要。

• 行政経営方針について、歳入を確保するための
具体的な柱を設けるべき。

• 市民の実感を上げることにつながっていない
と思われる取組指標がある。

• 自立した財政運営を目指すべきだが、歳入確保
には時間がかかる。

• 行政経営方針も、他の施策と同様に指標や具体
的な取り組みを明示すべき。

• 協働の考え方や市民の役割が明示されている
とわかりやすい。

所
管
の
政
策
や
取
組
に
関
す
る
意
見

• 地域づくりの重要性を踏まえ、まちづくり協議
会との関係性を強化することを明記すべき。

• 「共生社会の確立」について、現行計画と同じ指
標で良いかどうか再考すべき。また「維持」して
いく指標ついても再考すべき。

• 「市民による生活環境の向上」にあたり補助金
の見直し等による影響があっては本末転倒。
財政運営との整合が懸念される。

• 多文化共生や防災の取り組みを進めるにあた
り、地元企業との関わりが重要。

• 多文化共生について、外国人の自治会加入率
を指標に加えることを提案したい。

• 公共交通に関しては、民間の交通手段も考慮し、
MaaSなど多様な選択肢を取り入れるべき。

• ふくろい子育て応援ナビ「フッピーのぽっけ」に
ついて、周知が十分ではない印象がある。

• 女性委員の割合や成人のスポーツ実施率など
目標値をもう少し高めにすべきではないか。

• 若者の育成に関する指標は再考すべき。

将来、袋井に住みたいと思う意識や地域への愛
着を育てることが重要ではないか。

• 学校体育館について、教育環境や避難所として
の利用の観点から空調の導入を進めるべき。

• 介護職の人材確保と育成が課題となっている
ことに対し、取組指標が整合していない。

• 老老介護やヤングケアラーの問題に対する支援
について計画に明記すべき。

• 市営住宅の適正管理は、長寿命化だけでなく、
統廃合も含め、時代のニーズに即した総合的な
対策を進めるべき。

• 水道の基幹管路の耐震化は、料金改定も踏まえ
て加速させていくべき。

• 袋井に住みたいという意欲を高めるためには、
産業の活力と持続的な発展が不可欠。地元学
生の進路となるような環境づくりも重要。

• 温暖化対策実行計画に掲げるゼロカーボンの
定義や取組との整合性など、個別計画との整合
を図ることが必要。

• 太陽光パネルの廃棄・リサイクルについて、今後
の課題として考慮すべき。

• 新規就農者数の目標設定など、農業振興ビジョ
ンの数値目標との整合を図ること。

７月常任委員会（総務・民文・建経）における主な意見

第３次袋井市総合計画 前期基本計画（素案）に対する市議会常任委員会（総務・民文・建経）における主な意見をまとめたものです。
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ご意見とご意見に対する市の考え方 【１／２】

第3次袋井市総合計画 前期基本計画（素案）に対して、パブリックコメントで頂いたご意見とそれに対する市の考え方をお示しします。
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該当箇所 ご意見 市の考え方

計
画
の
前
提

財
政
見
通
し

健全財政の確保に向けた目標項目には、一般的な実質公債費比率や将
来負担比率を含めるべきだと考えます。また、現在の残債が約300億円と
いう具体的な数字を提示することで、将来の財政状況の厳しさを市民に関
心を持ってもらうためにも効果的です。
その理由として、プライマリーバランスはその定義がわかりにくく、国の
財政とは異なるため、こちらを用いることにはあまり意味がないと感じま
す。さらに、健全財政の判断に混乱を招く恐れもあります。また、単年度収
支も借入割合を反映しないため、こちらも誤解を招く可能性があります。
さらに、経常収支比率が92%未満でありながら、R8-R12年で92%を
超えている点について疑問を持っています。10年後の目標というのは理
解できますが、最初からこの目標を上回っている状況は、果たして適切と
言えるのか疑問です。財政の厳しさを理解する中で、目標設定を再考すべ
きではないでしょうか。

本市の地方債は、ご指摘の国の定める実質公債費比率と将来負担比率
とともに、本市が独自で定める実質的なプライマリーバランスでコントロー
ルしています。実質的なプライマリーバランスを目標の１つとしている趣旨
は、臨時財政対策債や合併特例債などは償還元金や利子について後年度
に交付税による国の財政支援が受けられるため、それらを除いた発行額と
元金償還額のバランスを考慮する必要があるからです。なお。地方債残高
は、交付税の財源不足を穴埋めするための臨時財政対策債の発行がなく
なったことから、計画期間中は減少する見込みです（R7:317.2億円
→R12:285.1億円）。
４つの目標については、その趣旨や考え方が分かるように追記します。
また、経常収支比率は、扶助費や物件費の増加により全国的に増加傾向
です（全国類似団体平均 H26:86.7％→R1:92.0％→R5:92.3％）。
令和６年度決算の状況や実施計画（３か年推進計画）を踏まえ、財政健全化
の取組を行政経営アクションプランで重点化・加速化して取り組むことで
目標を達成できるように努めます。

将
来
都
市
構
造

将来都市構造において、中心拠点、地域拠点、コミュニティ拠点の内容が
単なる場所の記載にとどまっているため、これらの役割や位置づけを明確
に示す必要があると考えます。例えば、中心拠点として「袋井市の顔となる
中心核」、地域拠点には「地域ごとの活動の中心」、コミュニティ拠点には
「市民の生活に密接に関わる自治会や町内会の活動を強化する地域のつ
ながり」といった具体的な方向性を記載すべきです。
また、コミュニティ拠点は、今後10年間での人口減少の影響が顕在化す
る地域となるため、都市計画マスタープランでは、特に重要な位置づけが
必要です。人口減少が進む中、地域のまとまりを保つことが住民の生活に
大きく影響するため、地域ごとの状況や行政との関係を考慮した上で、自
治会や町内会活動、まちづくり協議会など地域コミュニティのソフト面にも
触れることが重要です。
さらに、これまで掲げていた「ふくろい版多極ネットワーク都市構造」を見
直したことは現実的な判断だと考えます。今後、人々の交流は、道路や鉄
道といったハード面だけでなく、SNSなどデジタルの活用したソフト面が
大きくなるため、情報の伝達や交流の強化、さらにはDX推進が必要であ
ることを考慮するべきだと思います。

将来都市構造については、計画の前提として、その考え方とともに、拠点、
ネットワーク、ゾーンにより都市の構造を概念図として示しておりますが、
それぞれの拠点の役割や位置づけにつきましては、総合計画でも補記する
ほか、本計画と併せて策定を進めている都市計画マスタープランの方針の
中で示してまいります。
また、人口減少や地域コミュニティの希薄化は、都市計画においても重要
な課題として捉えており、生活を維持していくためにはコミュニティ拠点が
果たす役割が重要であると考えております。都市計画マスタープランでは、
その重要性を踏まえた位置づけとしていくとともに、コミュニティの活性
化など、ソフト面の視点も含めた計画としてまいります。
さらに、技術革新の進展などの社会潮流を踏まえ、ネットワークや都市基
盤施設の維持管理など、様々な視点からデジタル技術の活用を考慮した
計画としてまいります。

４



ご意見とご意見に対する市の考え方 【２／２】

第3次袋井市総合計画 前期基本計画（素案）に対して、パブリックコメントで頂いたご意見とそれに対する市の考え方をお示しします。
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該当箇所 ご意見 市の考え方

施
策
別
計
画

政
策
５

建
設
保
全

異常気象の頻発に伴い、洪水対策は急務となっています。特に地盤が低
い高南地区では、毎年のように秋田川流域で床上浸水を含む水害が発生
しています。地元住民とともに治水対策委員会を立ち上げて市と連携した
取り組みを進めるとともに、新しい排水ポンプ場の整備や流域の保水能力
を向上させる遊水池の整備が進んでいます。これによって約50年来の課
題が解決する兆しを見せたことは、成功例として後世に伝えていきたいと
考えています。
今後の課題としては、地震などの自然災害時における避難所の整備や避
難生活に関する課題への対応施策の整備、そして標準化など、防災に関す
る施策をさらに進めていくことが必要です。市の指導と協力をお願いした
いと思います。

近年、災害級の猛暑や台風・豪雨による水害の激甚化・頻発化が叫ばれ
ており、地球温暖化の進行に伴う気候変動の影響で、この傾向が継続する
ことが見込まれています。
こうした水害への備えとして、柳原雨水ポンプ場や新幹線南側エリアにお
ける遊水池の整備など治水対策を進めていますが、ハード整備による対応
には限界があることから、住民一人ひとりの防災意識の向上や、地域や企
業との連携など、自助・共助による対策が重要となります。
このような認識に基づき、市民に対して分かりやすい情報発信や、地域
の自主防災隊の活動を支援し、地域の防災力向上を図ることで、自助・共
助の取り組みを育んでまいります。

政
策
６

産
業
経
済

経営力の高い農業を推進するためには、利用に適さない農地の再利用や
対策を考える必要があります。特に、集落地周辺に位置する大規模農業に
不向きな畑や、管理負担が大きい草刈り等の維持管理のみの農地、さらに
は耕作放棄地の増加に対する対策を総合計画に組み込む必要があると考
えます。
また、農業は産業となるだけでなく、自己消費や健康・生きがいの向上に
寄与する重要な要素です。特に高齢者や定年後の人々が体を動かす目的
で畑を持つことや、趣味として農業を楽しむことに焦点を当てるべきです。
具体的には、家庭菜園や週末農業、兼業農家希望者の潜在的なニーズを掘
り起こし、畑を借りたい人と積極的にマッチングする仕組みを構築するこ
とが考えられます。このような例は磐田市や都市部周辺で既に行われてい
ます。
現在の農業政策は国や県の食料自給率を重視するあまり、大規模化や農
地の大区画化が進んでいます。しかし、面積が小さい畑では採算が取れず、
特に狭小地や飛び地では、借り手がいなかったり、農業を始めても持続性
がありません。地権者が耕作放棄地にならないように草刈りなどの管理を
していますが、人口減少や担い手不足により、今後耕作放棄地が激増する
と思われます。

担い手の高齢化や後継者不在など、将来の担い手が不足し、荒廃農地が
増加していくことは、本市の農業が抱える大きな課題であります。
荒廃農地は、担い手不足以外にも、農地が狭い、不整形、水はけが悪い、
傾斜があるなどの立地条件が要因で発生する場合もあります。
このような荒廃農地の解消に向けて、荒廃農地解消や新たな農作物への
転換の推進支援、生産性の向上を目的とした農業施設整備事業の実施な
どに取り組んでいます。今後も、荒廃農地の解消に向けた取組を支援して
まいります。
市民が、野菜等の栽培を通して農業への理解を深めるとともに、健康づ
くりや生きがいづくりの場として市民農園を整備し、運営しています。市民
農園には、市だけではなく民間が運営している農園もあり、今後も市民が
気軽に農業を体験できる場として市民農園の周知と利用促進に努めてま
いります。

４
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計画書の構成 「素案」に対する意見等 （宿題事項含む） 「最終案」における見直しの概要 対応部署

序

総合計画について 企画政策課

社会潮流

企画政策課

袋井市の現状

市政に対する市民ニーズ 企画政策課

基
本
構
想

まちの将来像

企画政策課

まちづくりの基本目標

基
本
計
画

計画の
前提

将来人口 企画政策課

財政見通し 財政課

将来都市構造 都市計画課

最終案における見直しの概要 【１／２】

これまで「素案」に対して頂いた意見等を踏まえ、「最終案」では以下とおり見直しを行いました。
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• 次期総合計画は次期総合戦略と一体
で策定する方針

• 「総合計画」と「総合戦略」を一体化することについて説明を追加するとと
もに、総合計画と総合戦略の関係性を補記しました。

• なお、地方創生の実現に向けた目標や方向性、総合計画に掲げる施策等と
の整理については、国の新たな総合戦略が示される本年１２月以降、総合
計画の本編とは別に「総合戦略編」として定めます。

• 新型コロナウイルス感染症による社
会の変化や教訓を反映すべき

• 行政を取り巻く環境の変化や追記すべき要素がないか精査を行い、内容
を更新することに加え、新たな項目として、「ポストコロナ時代への移行」と
「SDGｓを踏まえたまちづくりの推進」を追加しました。

• 本年度実施した「市民意識調査」の
結果を反映すること

• 調査結果を最新版に更新するとともに、市民ニーズに変化がないか再点
検しました。

• まちの将来像などイラストを活用し
市民に親しみやすく伝えるべき

• シティプロモーションの観点含め、総
合計画の考えを伝えるキャッチコ
ピーなどを検討すべき

• 本市の目指す「まちの将来像」のイメージを市民に親しみやすく伝えるため、
イラストなどの活用を検討します。なお、イラストの作成にあたり、計画本
編とは分けて、市民とともに、まちの将来を考えるきっかけとなるような
活用を検討します。

また、計画冊子のデザインや訴求力のあるプロモーションの方法について
も、引き続き検討していきます。

• 人口減少や少子高齢化など、これま
でとは異なる（右肩下がりの）時代

• ３区分別の人口推移を追記するなど、人口減少及び少子高齢化の現状や
将来見通しを市民に正しく認識いただくための修正を行いました。

• 財政状況が厳しいことに対する基本
認識を強調すべき

• 健全財政を確保するための目的や
目標設定を再整理すべき

• 財政状況が厳しいことに対する市の認識が正しく伝わるように、「財政見通
し」の内容を見直しました。

• 令和７年度決算見込額や健全財政の確保に向けた取組に係る成果の見込
みを反映させ、財政見通しの各種数値をアップデートしました。

• 都市計画マスタープランとの整合を
図ること

• 都市計画マスタープランに定める「将来都市構造」と整合するよう、内容を
更新しました。

総合戦略

追加要素

情報の更新

普及啓発

情報の追加

都市マスとの整合

財政状況の反映



計画書の構成 「素案」に対する意見等 （宿題事項含む） 「最終案」における見直しの概要 対応部署

基
本
計
画

施策別

計画

施策体系

庁内関係各課政策

取組・基本方針

基盤 行政経営方針
総務課

企画政策課

最終案における見直しの概要 【２／２】

これまで「素案」に対して頂いた意見等を踏まえ、「最終案」では以下とおり見直しを行いました。
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• 重点化する政策分野は、「政策指標」
の目標値を引き上げるべき

政策指標 • 本市では、「日本一健康文化都市」の基本理念に基づき、各地域の特色を
活かしつつ、一体的でバランスの取れたまちづくりを進めていることから、
政策指標の目標値は原案どおり、各政策分野で満遍なく引き上げていくこ
ととします。

• 「政策指標」と「取組指標」の関係性を
熟慮すべき

• 「現状維持を目指す」取組指標の目標
設定の妥当性を再考すべき

取組指標
• 取組指標については、取組指標が政策指標に掲げた市民の実感を高める
ことに繋がるか、また、取組の進捗を測る上で重要な要素や成果であるか
再確認し、一部見直しを行うとともに設定理由等を精査しました。

• また、人口減少など社会環境が大きく変化（右肩下がり）していくことを踏
まえ、サービスの水準や様々な環境を維持していくこともこれまで以上に
重要となることから、現状維持を目指す取組指標は、その妥当性を再確認
しています。

• 言葉が難しいので、市民にも「わかり
やすい表現」などの工夫が必要

表現方法の見直し

• より分かりやすい内容となるように、全体的に構成・表現を見直しました。

• 総合計画と一体化させた価値を正し
く、伝えられる工夫が必要

• 基本構想に掲げた「ずっと続く」の
考え方を踏まえた表現になると良い

目的・位置付けの整理

• 総合計画における行政経営方針の位置付けについて、より理解が深まる
ように、「目的・位置付け」の内容を見直しました。

• また、行政経営の基本理念は、「まちの将来像」を踏まえた表現に見直しま
した。

• 具体的な取組や指標を明示すべき

• 主な取組・個別計画の記載について、
「視点１」と「視点２」の整合が不十分

• 目標達成の進捗管理と改善プロセス
を明記すべき

６つの視点

• 「行政経営方針」の実効性を高めるため、重点的に行うべき取組について
は、具体的な内容や目標等を「行政経営アクションプラン」として別途定め、
推進していきます。

• 「行政経営方針」に掲げる視点について、整合性が図られるように修正し
ています。

• 「行政経営方針」に掲げた視点から評価すること含め、政策評価（PDCA）に

よって、総合計画に掲げる全ての政策・取組を評価し、改善につなげてい
くことを明記しています。
また、アクションプランについては、毎年度、進捗管理と見直しを行います。



各所属に再考いただいた取組指標

取組指標の一覧について

⚫ これまでの議論から、最終案では、「取組」指標が「政策」指標に掲げた市民の実感を高めることに繋がっているか、また、「取組」の進捗を測
る上で重要な要素や成果を選定しているかなどの再確認が求められています。

⚫ 総合計画を着実に推進していくためには、庁内の担当部署が、所管する「取組」の目標（指標）に対して責任を持つことが重要であることから、
担当部署で選定した「取組」指標を基本とし、目標値の設定根拠や算出方法などを整理しています。
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• 「取組」指標が「政策」指標と
つながっているか（上下の関係）

総合計画審議会から

• 数値の根拠は明確か
• 個別計画との整合が図られているか

市議会から

• 「取組」が目指す姿の達成状況を測る
指標として妥当か（納得感があるか）

策定委員会（市長）から

取組指標一覧（別紙のとおり）

これまでの議論を踏まえて、庁内で指標の再点検を実施

審議会に
提出 ※ 9月12日〆で各所属が再考した取組指

標をベースに、事務局にて整理
（令和７年９月25日時点、各所属に確認依頼中）

庁内で再確認した取組指標について、

以下とおり要点を整理して一覧化する

何をどうする ことで

「政策」や「取組」で目指す姿 の実現

指標 をにつながることから、この

目標値 にすることを目指す5年後に
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第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（施策体系）
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と
危
機
管
理
体
制
の
強
化

取
組
２

消
防
・救
急
救
命
体
制
の
充
実

取
組
３

水
害
等
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

取
組
１

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

取
組
３

共
生
社
会
の
確
立

基
本
構
想

にぎわい ずっと続くまち ふくろい
まちの
将来像

まちづくり
の基本目標

政
策
（
9
）

取
組
（
24
）

誰もが笑顔で自分らしく輝けるまちの実現

基
本
方
針
（
78
）

住み続けたいと思える魅力あふれるまちの実現 多彩なつながりで支え合いを実感できるまちの実現

取
組
１

未
来
に
輝
く
こ
ど
も
た
ち
の
育
成

取
組
２

教
養
豊
か
な
人
づ
く
り

取
組
２

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
交
流
の
促
進

取
組
２

市
民
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上

政策１：こども家庭

安心して
こどもを産み
育てられるまち
を目指します

政策２：教育

学び合い
成長できるまち
を目指します

政策３：健康・福祉

笑顔でいきいき
と暮らせるまち
を目指します

政策４：都市・環境

環境にやさしく

快適に暮らせる
まちを目指します

政策５：建設保全

生活基盤の整った
持続可能で安全な
まちを目指します

政策６：産業経済

稼ぐチカラの
向上による

活力みなぎるまち
を目指します

政策７：文化・観光・ｽﾎﾟｰﾂ

交流が広がる
魅力的なまち
を目指します

政策８：市民生活

つながりによる
安心と多様性
のあるまち
を目指します

政策９：危機管理

災害に強い
支え合いのまち
を目指します

１ ２３

安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
支
援
体
制
の
充
実

こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な
育
ち
に
向
け
た
支
援
の
充
実

こ
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
支
援
の
充
実

１２

安
心
し
て
こ
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

円
滑
な
接
続
と
質
の
高
い
教
育
保
育
の
実
現

１２３４５

「
生
き
る
力
」
の
育
成

「確
か
な
学
力
」を
育
む
教
育
の
推
進

健
や
か
な
心
身
を
育
む
教
育
の
推
進

こ
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
支
え
る
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供

質
の
高
い
教
育
環
境
の
整
備

１２３

社
会
全
体
が
連
携
し
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

市
民
の
学
び
合
い
・地
域
づ
く
り
へ
の
支
援

読
書
活
動
の
推
進
と
図
書
館
機
能
の
充
実

１２３

多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
健
康
な
地
域
づ
く
り

世
代
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予
防

１２

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

安
心
な
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施

１２

切
れ
目
の
な
い
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保

持
続
可
能
な
救
急
医
療
体
制
の
確
保

１２３４

自
立
し
た
生
活
の
支
援

社
会
福
祉
施
設
の
整
備
支
援

障
が
い
者
へ
の
理
解
と
地
域
の
交
流
の
支
援

生
活
困
窮
家
庭
の
生
活
支
援

１２３４

都
市
機
能
、
生
活
機
能
を
集
約
し
た
魅
力
あ
る
拠
点
の
形
成

周
辺
市
町
や
拠
点
間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

安
全
で
安
心
な
利
便
性
の
高
い
道
路
環
境
整
備
の
推
進

移
動
手
段
と
し
て
選
択
さ
れ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

１２３

環
境
保
全
意
識
の
高
揚

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

資
源
循
環
型
社
会
の
推
進

１２３４

歴
史
・文
化
な
ど
地
域
資
源
の
保
全
と
良
質
な
景
観
形
成
の
推
進

総
合
的
な
住
宅
施
策
の
推
進

空
き
家
等
の
適
正
管
理
と
利
活
用
の
推
進

歩
い
て
み
た
く
な
る
水
辺
空
間
の
創
出

１２３

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
推
進
（道
路
・
河
川
・排
水
路
）

利
用
し
や
す
く
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
推
進
（公
園
緑
地
等
）

市
営
住
宅
等
の
適
正
管
理
の
推
進

１２３

上
下
水
道
事
業
の
健
全
経
営
の
確
保

水
道
水
の
安
定
供
給
の
確
保

水
辺
環
境
の
保
全
、
改
善
に
向
け
た
生
活
排
水
対
策
の
推
進

１２

流
域
治
水
の
推
進

防
災
都
市
づ
く
り
計
画
等
の
推
進

１２３

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
稼
ぐ
チ
カ
ラ
」の
強
化

企
業
誘
致
の
推
進

雇
用
対
策
と
人
材
育
成

１２３４５

次
代
の
担
い
手
育
成
の
推
進

農
地
の
基
盤
整
備
と
多
面
的
機
能
の
維
持

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
販
路
拡
大

安
全
・安
心
な
農
産
物
づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進

農
資
源
の
更
な
る
有
効
活
用

１２

商
業
者
等
の
経
営
力
向
上
と
魅
力
あ
る
個
店
の
支
援

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
と
防
止
の
た
め
の
啓
発
の
支
援

１２３４

文
化
・芸
術
の
振
興
と
郷
土
の
歴
史
資
源
の
保
存
・活
用

袋
井
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進

担
い
手
の
充
実
と
育
成

１２３

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
市
民
が
増
え
る

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
場
と
人
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
よ
る
地
域
活
力
の
創
出

１ ２３

自
治
会
（
連
合
会
）活
動
の
維
持
・促
進

多
様
な
担
い
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
の
充
実
・支
援

市
民
活
動
の
促
進
と
交
流
・連
携
の
機
会
の
創
出

１２３４

ご
み
の
適
正
な
排
出
の
促
進

交
通
安
全
対
策
の
推
進

地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
の
支
援

地
域
の
愛
護
活
動
・
緑
化
活
動
の
支
援

１２３

男
女
共
同
参
画
と
女
性
の
活
躍
の
推
進

多
文
化
共
生
の
推
進

多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
共
生
社
会
の
推
進

１２３４５

家
庭
に
お
け
る
防
災
減
災
対
策
（
自
助
）の
推
進

地
域
防
災
力
（共
助
）の
強
化

危
機
管
理
体
制
（公
助
）
の
強
化

津
波
・洪
水
・
土
砂
災
害
被
害
の
軽
減

原
子
力
災
害
へ
の
対
策

１２３

消
防
力
の
強
化

火
災
予
防
の
推
進

救
急
救
命
体
制
の
強
化

行政経営方針

行政経営の基本理念 多様な主体と共に創る、持続可能な行政経営

視点１ 経営資源の強化・最適化
１ 健全な財政運営

２ 人材の育成・多様な人材の活用

３ 組織体制の充実・職場環境改善
視点２ 変化に挑む行政経営

１ ＤＸの推進

２ 官民共創の推進

３ 広域連携の推進

施
策
別
計
画

基
盤

15



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策１ こども家庭】

16

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策２ 教育】

17

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策３ 健康・福祉】

18

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策４ 都市・環境】

19

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策５ 建設保全】

20

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策６ 産業経済】

21

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策７ 文化・観光・スポーツ】

22

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策８ 市民生活】

23

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



第３次総合計画 前期基本計画 施策別計画（政策ごとの概要） 【政策９ 危機管理】

24

■指標の矢印について

[ ] ・・・ 上げていくことを目指す指標

[→] ・・・ 維持していくことを目指す指標

[ ] ・・・ 下げていくことを目指す指標



行政経営方針

25

行政経営における基本的な考え方や視点を明確化し、第３次袋井市総合計画前期基本計画に掲げる各施策の成果を最大限に高めるとともに、

健全な財政運営に配慮しつつ着実な推進を下支えすることを目的に、全ての施策に共通する基盤として、「行政経営方針」を位置付けます。

■総合計画との関係性

まちの将来像「にぎわい ずっと続くまち ふくろい」の実現に向けて、

「経営資源の強化・最適化」と「変化に挑む行政経営」をまちの経営の視点

として掲げ、総合計画の各政策・取組を推進していきます。

■行政経営アクションプランについて

「行政経営方針」の実効性を高めるため、重点的に行うべき取組につい

ては、具体的な内容や目標等を「行政経営アクションプラン」として別途定

め、推進していきます。

なお、「行政経営アクションプラン」は、毎年度、進捗状況を確認・評価し、

見直しを行います。

■政策評価（PDCAサイクル）について

総合計画に掲げたまちの将来像を着実に実現していくためには、事業効

果を検証し、限られた行政資源（人・モノ・財源）を効率的に分配することで、

効果的に事業を進めていく必要があります。

このため、政策評価（PDCAサイクル）によって、総合計画に掲げている

各政策・取組指標の進捗を測り、施策の達成状況を評価するほか、「行政

経営方針」に掲げている視点からも各政策・取組を点検することで、事業

の見直しや外部環境の変化に柔軟に対応した新たな展開につなげるとと

もに、経営資源の強化・最適化を図ることで持続可能な行政経営を実現し

ていきます。



26

1.策定に向けたスケジュールの確認

2.素案に対する意見等について

①第10回総合計画審議会

②総合計画審議会委員への意見照会

③７月市議会常任委員会（総務委員会・民生文教委員会・建設経済委員会）

④パブリックコメント

3.最終案における見直しの概要

4.最終案の施策別計画と行政経営方針の概要について

5.appendix



第３次袋井市総合計画における進化・変更について

第3次袋井市総合計画に期待されていることなどを整理し、以下の５つの点を中心に、計画自体の在り方を進化・変更させました。

27

まちの将来像と日本一健康文化都市の整理

「日本一健康文化都市」をまちづくりの普遍的
な理念として捉えた上で、１０年後に袋井市が
なりたい姿として、市民の共感を得やすい「ま
ちの将来像」を定める。

将来的な組織も見据えた施策体系の見直し

人口減少社会を前提に、持続可能な発展をし
ていくため、今後、重点化・一体化する分野を
再整理したほか、推進体制（将来的な組織）の
方向性も考慮した施策体系に変更。

市民の「実感」を重視したまちづくり

人々が多様な背景や価値観を持っていて、良
い状態も一人ひとり異なる時代に合わせて、

市民の実感や共感を重視したまちづくりを推進
するため、各政策の目標に「主観指標」を採用。

行政経営の基盤強化（行政改革と総合計画の一体化） まちづくり協議会との連携の充実強化

行政経営の基本的な考え方や視点を含む「行政経営方針」を総合計画と
一体で定め、各施策の推進を支える「基盤」の強化に取り組む。

まちづくり協議会を核としたきめ細かな地域づくりの実現に向けて、
総合計画「地域編」に加え、まち協独自の「活動方針」の策定支援を強化。

地域編

地域編WS

行政計画 地域ごとの方針

（具体的な活動内容）（地区ごとの方向性）

ポイント１

ポイント4 ポイント5

ポイント3ポイント2

「行政経営方針」は、各施策の推進を
支える「基盤」として位置付けます



政策指標における目標値の考え方

⚫ 第3次袋井市総合計画では、『日本一健康文化都市』の基本理念に基づき、バランスの取れたまちの発展を目指してまいります。

⚫ 政策指標の目標値は、各政策分野において着実な改善を目指す一方で、「にぎわい ずっと続くまち ふくろい」の実現に向けて挑戦的な姿勢を示せるよう
にストレッチ目標（やや難易度が高く、努力をすれば達成できそうな目標）を置くこととします。

28

■政策指標における目標値の考え方

各指標は、毎年最低1％上昇（10年で１0％改善）させることを基本とする。

その上で、１０年後、全ての指標が５割以上の状態を目指す！
（半数以上の市民が「○○なまちだと思う」と実感しているまち）

政策分野 No 政策指標 （「そう思う」+「やや思う」と回答した市民の割合） 現状値
目標値（5年後） 目標値（10年後）

差 差

政策１
こども家庭

1 安心して子どもを産み育てることができるまち 58.9% 63.9% +5.0% 68.9% +10.0%

2 子育て支援が手厚いまち 42.1% 47.1% +5.0% 52.1% +10.0%

3 就学前の教育・保育が充実しているまち 40.0% 45.0% +5.0% 50.0% +10.0%

政策２
教育

4 心ゆたかでたくましい若者が育つまち 36.0% 43.0% +7.0% 50.0% +14.0%

5 小中学校などの教育環境が整っているまち 47.9% 52.9% +5.0% 57.9% +10.0%

6 学びたいことを学べる機会があるまち 31.9% 41.0% +9.0% 50.0% +18.1%

政策３
健康・福祉

7 生涯にわたり、いきいきと健康に過ごせるまち 56.9% 61.9% +5.0% 66.9% +10.0%

8 医療サービスを安心して利用できるまち 54.4% 59.4% +5.0% 64.4% +10.0%

9 高齢者や障がい者など、誰もが暮らしやすいまち 39.1% 44.6% +5.4% 50.0% +10.9%

政策４
都市・環境

10 通勤や通学、日常生活に必要な場所に移動しやすいまち 40.9% 45.9% +5.0% 50.9% +10.0%

11 まちなか、公園、川沿い等で、心地よく歩ける場所があるまち 62.0% 67.0% +5.0% 72.0% +10.0%

12 再生可能エネルギーの活用など、環境に配慮した取組が進められて
いるまち

27.9% 39.0% +11.0% 50.0% +22.1%

政策５
建設保全

13 道路や橋、河川などが適切に管理されているまち 51.9% 56.9% +5.0% 61.9% +10.0%

14 水道水が安定して供給され、安心して使用できるまち 87.9% 88.9% +1.1% 90.0% +2.1%

15 洪水などの水害に備えた取組が進められているまち 39.2% 44.6% +5.4% 50.0% +10.8%

政策６
産業経済

16 産業に活力があって持続的に発展し続けるまち 33.9% 42.0% +8.0% 50.0% +16.1%

17 多様な仕事が選択できて自分に合った働き方ができるまち 24.0% 37.0% +13.0% 50.0% +26.0%

18 行きたいと思える魅力的な個店（個人のお店など）があるまち 29.5% 39.7% +10.3% 50.0% +20.5%

政策7
文化・観光・
スポーツ

19 文化芸術や地域の歴史・伝統文化に触れる機会があるまち 42.0% 47.0% +5.0% 52.0% +10.0%

20 特産品や神社仏閣、スポーツ・音楽イベントなどでにぎわい、交流が
盛んなまち

58.3% 63.3% +5.0% 68.3% +10.0%

21 スポーツをしたり・応援したりする機会が多いまち 49.0% 54.0% +5.0% 59.0% +10.0%

政策８
市民生活

22 お互いの価値観を認め合い、人とのつながりが感じられるまち 39.3% 44.7% +5.3% 50.0% +10.7%

23 市民が地域活動（自治会・地域行事・防犯活動等）に積極的に参加し
ているまち

56.8% 61.8% +5.0% 66.8% +10.0%

24 日本人と外国人がお互いを尊重し、ともに地域を支え合うまち 31.3% 40.6% +9.4% 50.0% +18.7%

政策９
危機管理

25 日ごろから災害に備えた家具固定や非常持ち出し 品の用意をする
など、各家庭の防災意識が高いまち

49.3% 54.3% +5.0% 59.3% +10.0%

26 自主防災隊など、地域における災害時の協力体制が整っているまち 58.2% 63.2% +5.0% 68.2% +10.0%

27 わかりやすい防災情報の発信や避難対策など防災対策に取り組ん
でいるまち

56.2% 61.2% +5.0% 66.2% +10.0%

こども
家庭

教育

健康・
福祉

都市・
環境

建設
保全

産業
経済

文化・観光・
スポーツ

市民
生活

危機
管理

現状

5年後

10年後

□・・・前期基本計画の目標値となる部分

タイプA：現状値が４０％未満の指標 ⇒最低５０％超え
タイプB：現状値が４０～８０％の指標⇒年１％以上の成長
タイプC：現状値が８０％超えの指標 ⇒現状を維持しつつ９割を目指す



指標設定の考え方 （令和７年６月総務委員会資料 抜粋）

取組指標の考え方について

⚫ 第３次袋井市総合計画では、「政策指標」に主観的指標を用い、「取組指標」に主に客観的指標を用いることとします（資料右側参照）。

⚫ 「取組指標」は、「政策」の目指す姿を達成するために必要となる各「取組」の重要な成果や要素となるものを中心に設定します。
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■指標設定の考え方について

「政策指標」は、政策の進捗を総合的に測るものとして、主観的指標を

用いることとし、各政策３つ設定、毎年、市民意識調査を実施します

「取組指標」は、当該取組の進捗を測るものとして、「政策指標」との関係

性を意識しつつ関連する個別計画等の主要な指標などから選定します

「取組指標」は客観的指標を可能な限り取り入れ、政策と取組を総合して、

政策評価を実施します

■指標を検討する手順について

【主観指標のメリット】

• 客観指標では捉えにくい総合的な評価が可能（例：生活の質、安心感、満足感など）

• 市民の実感を評価に取り入れることで、市民生活への影響をより直接的に評価

現況
（現状と課題）

改善活動
（取組）

目指す姿

先に設定
「・・・を目指します」

政策指標を
もとに設定

政策指標

政策が目指す

具体的な目標

取組指標

取組達成のために

重要となる成果や要素

現状値
（市民意識調査）

・・・施策実行の流れ

・・・指標設定の流れ

政策〇：○○分野

取
組
指
標

政
策
指
標

【政策指標】

【取組指標】

【取組指標】

■取組指標のポイント（例示：政策１ こども家庭）

⚫

取
組
達
成
に
資
す
る
重
要
な
要
素
や
成
果
を
確
認
で
き
る
指
標
で
あ
る
（取
組
自
体
の
進
捗
確
認
）

⚫

「政
策
指
標
」の
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
指
標
で
あ
る
（上
下
の
関
係
整
理
）

取組指標の
ポイント
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